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〔報告〕
ネパールの古都パタン滞在報告※
三友量順※※
はじめに
　本稿の報告者は，本年（平成10年度），立正大学の在外研修員として，7月下旬からのほぼ1
ヵ月間，ネパールの古都パタンに滞在する機会をえた。東方学院〔中村　元学院長〕の外国人
研究員スレンドラ・サキャ氏の好意によって，郊外にあるかれの所有する住宅が滞在先となっ
た。彼の尊父は，ネパールを代表する仏教学者ヘムラジ・サキャ教授である。スレンドラ氏自
身は，研究者としての他に青年実業家としての顔をもつ。日本の企業ともインターネットを利
用して，建築や部品設計の発注をうけている。勿論，ネパールではそうした活躍をしているの
は限られた人々である。
　報告者にとって，今回の訪問は，短期滞在を含めると計5回目となる。かつてインドに長期
にわたって滞在をした経験のある報告者は，現地に暮らしていると，母国の姿が正しく伝えら
れていないことを感じることがある。それは，スレンドラ氏も同様であるという。彼は，日本
に滞在の折りにも，母国ネパールの姿が，一面だけで，本当に正しくは紹介されていないこと
に不満を感じていたという。こうしたことを踏まえて，筆者は，これまであまり気付かれてい
ない別のネパールを取り上げたいと思っている。在外研修の目的でもある学術的な調査報告
は，別に改めて述べる用意があるので，現地滞在レポートとして，あまり形式ばらずに読んで
もらうように心掛けた。
1　豊かな国ネパール
　ネパールは，東西がおよそ1，000キロ，南北が約200キロの横に長い形状をした国である。世
界の尾根ともいわれるヒマラヤ山脈が横たわる北部ではチベットと接し，南部のタラーイ平原
では暑熱のインドとも国境を接している。寒帯から熱帯までの風土を有する国，それがネパー
ルである。登山やトレヅキングの他，近年ではチトワン国立公園のジャングル・サファリ体験
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などにも，諸外国の旅行者たちの関心が寄せられている。
　稲作をおこなう，ネパールののどかな田園風景，山の斜面に拓かれた段々畑，木造建築，そ
して瓦屋根や藁葺き屋根，そこには，かつての日本ではどこにでもあった静かな農村風景があ
る。自然の景観豊かなこのネパールは，しばしぼ，世界でも最も貧しい国の1つとして紹介さ
れることがある。確かに識字率からみれぽ，ネパール全体では成人でも40％（女子25％）にし
かならないという。山岳部や奥地には，食料の自給もままならない貧村はあるが，しかしそれ
はネパールだけに限ったことではない。筆者は，ネパールもそしてインドも，実際に触れてみ
て貧しい国という印象をうけたことがない。
　教育の普及率がその国の文化の尺度とはされても，貧しさ・豊かさは，一方的にははかれな
いからである。郊外で，燃料とするための牛糞を乾かす老婆の手伝いをする幼い少女の姿に
は，むしろ，そうした環境を生きる人々の豊かさを感じるのである〔写真1〕。寺院の門前など
には，物乞いをする人々も見かける。しかし，かれらには決して惨めさはない。これはインド
とも共通している。むしろ，日常生活の中に施与の道徳が生きているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真1
　ネパールは，観光の他は特別な産業もないこともあるが，我々が満足する程度の設備の洋式
ホテルでは，宿泊代は1泊100ドル前後がおよその相場である。これは，他の南アジア諸国，た
とえばタイでもインドでもほぼ共通している。自動車の所得税は，これもインドと同じく車両
価格の250％である。
　旧年式の日本製小型車が，ブランド・ニューの外車に混じってカトゥマンドゥの街を数多く
走っている。日本では，とうに減価償却されて，廃車となるような車である。しかし，その車
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両が日本円で100万円ちかくもするということを知る外国人は少ない．まだそれほどの価値が
そうした旧式の車にあるわけである。というより，まだまだ利用できるということの方が正し
いかもしれない。一方，現在でば，中古車の場合では5年以上たったものは国外から輸入でき
ないという規制がある。排気ガス等からの環境保護のためであるという、
　ネパールの一般公務員の月収が日本円で約！万円から1万5千円（5，000～7，000ルピー）で
ある。日本での物価の優等生である卵の値段は，日本と変わらない（1コ約Rs．5＝￥10）eそ
れほど卵は貴重なものとなる。ネパールの国際線のパイロットとなった青年がいる．かれは小
さな頃に，母親に「卵を毎日食べたい」，と言った。すると母親は，三日食べたいのなら飛行
機のパイPットになる他はないわね」，と応えたという。かれは成人して本当にパイロヅトに
なったということを，スレンドラ氏が話してくれた。これも，今は富める国（？）の干たちが
忘れてしまった，子供への励ましのことばである。
　自らが置かれた環境と，めぐりくる月日の生活のリズムの中で，神々の祭日とともに，慎ま
しくそして逞しく生きるかれらは，決して我々と比して貧しくはない。
　スレンドラ氏が，日本での長期滞在をおえて帰国をした。するとカトゥマンドゥ空港から市
内へと続く自動車道路が，あまりにも真っ暗でガッカりしたという。ところが，しばらく経っ
て，やはりそれが，母国ネパールでは必要かつ十分なものである，ということがわかったとい
う。彼は，ネパールを決して「貧しい国」とは言わな：い。盆地をとりまく高台の丘から，眼下
の街灯かりを眺めると，地上にも夜空にも「星が瞬いている」と，彼は言う。電圧が一定しな
い街の灯火は，たしかに瞬いて見えるのである。それを，星の瞬きと感じるかれらのこころ
は，やはり豊かである。くわえて，ネパールでは，わたくし達が忘れてしまったものがある。
野菜の味である。小さなトマトにもどの野菜にも，1つ1つに，かつての日本にはあった懐か
しい野菜そのものの味がするのである。
　ネパールを紹介するガイド・ブックには，登山（6，000メートル以上の山）やトレッキング
（6，000メートル以下の山々を歩く）を興味深く載せている。しかし，そうした種類のガイド・
ブックにも，登山ばかりではなく，トレッキング中の事故や災難も多いことを記している．単
独行動のすえ，強盗団に襲われて負傷したり亡くなるケースも毎年あるという。その他，ト
レッキング中のトラブルとして女性が襲われたりするケースもままあるという．何年も前に行
方不明となった女性の家族が，娘の消息を確かめるためにネパールへやって来ているという心
痛むものさえある。
　そうした記事だけを読むと，ネパールは何という怖い国であろうか，という印象をもつ。し
かし，インドとも比較して，筆者の滞在体験をとおして言えば，ネパールほど安全で喧嘩や争
いのない国はない。一般のネパール人は，民族的にも，たいへん穏やかな人々である。筆者
は，そうした理由の一つに，仏教の受容があるのではと考えている．チベットも，かつてはか
れらは中国の唐の軍隊と戦うほどの勇敢で好戦的な民族であった。ところが，かれらは仏教を
受容するや，穏やかな，戦いを放棄した民族と変わってしまったのである。
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　ネパールにも，かつてイギリスの傭兵として勇名を馳せたグルカ兵たちがいる。ネパール
は，現在はヒンドゥー教を国教とする王制のもとにある。仏教徒を含むネワール人たちは少数
派である。或いは，強盗団を組織するような老たちは人種や信条が別なのであろうかという思
いもいだく。外国人たちが，純朴なかれらのこころを傷つけるような様子や振る舞いをしては
いないだろうか。
　もともと高山は宗教的な聖域であった。その山を登る者たちは，禁忌を侵して入山するとい
う気持ちがなければならない。安易な気持ちが事故や災難を招くことになる。登山家たちの一
部が，かつて最高峰を「征服」するということばを使用していたことにも筆者は，そういう感
を強く懐くのである。大自然の中では，人間は小さな存在である。自然にたいしては謙虚でな
ければならない。ネパールの人々は自然にたいして謙虚である。そうした謙虚さはかれらの信
仰心にもつうじる。これはネパールを訪れた誰しもが感じることである、ネパールを「豊かな
国」であるとしたのは，日本をはじめとした先進諸国が，ネパールにたいして何ら援助等をし
なくてよいということではない。先進国と自ら認める国々におごりがなかったかを問い直して
もらいたいのである。
II　ネパールの古都パタン
　宗教，特に仏教の面からみると，ネパールはブッタ釈迦牟尼世尊を生んだ故郷でもある。釈
尊生誕の地ルンビニーもネパールにある。釈迦族の都城カピラ・ヴァストゥ跡も，近年の立正
大学による発掘調査の結果，ネパール側のティラウラコットが有力視されている〔写真2〕。そ
して釈尊の生母マーヤー（摩耶）夫人の故郷も，ネパール側のデーヴァ・ダハにある。筆者
は，「釈尊（ブッタ）の故郷」ネパールと，「仏教の故郷」インドというように区別して用いる
ようにしている。釈尊を生んだ偉大な種族・釈迦族はネパール人であったとも言われている。
もし，かれらがネパール人であったとすると，インド文化の主導的な役割を果たしてきたイン
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ド・アーリや人とは人種が異なることになる。
　今日のヒンドゥー教を国教とするネパールの王制は，230年ほどの歴史である．それ以前の
13～18世紀にかけては，ネパールは，カトゥマンドゥ盆地を中心にして，ネワール族の王たち
が統治していた。ネワール嵌たちは仏教をヒンドゥー教と同様に信奉しており，古都パタンや
バクタプルの古い仏教寺院も〔写真3〕，マッラ王朝時代にかれらが建てたものである。現在の
かれらの人口は45万人ほどであるという。ネワール族たちの言語がネワール語（ネワール・
バーサ）である。ネパール一般の共通語ネパール語（ネパーリ・バーサ）とは，本来，語族が
異なっている。今日のネパール仏教徒たちは，概ねこのネワール語を使用している。
　ネパール全体の人口からみると，インド・ヨーロッパ語系の言語に属するネパール語を話す
ヒンドゥー教徒たちが最も多い。現在の王制は，18世紀に，インドのクシャトリヤ（武士階
級）の一部族が，カトゥマンドゥに侵入して樹立したものである．1991年の新憲法の発布に
よって，それまでの王政は事実上姿を消すことになるが，現ビレンドラ国王にたいするネパー
ルー般国民の尊崇と支持は根強い。
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　ネパールという国名は，カトゥマンドゥ盆地に文化を築いてきた人々が，その盆地を指して
よんだことばである。かれらがネワールとよばれているのも，そこに由来している。ネパール
の首都がカトゥマンドゥである。このカトゥマンドゥの地名は，カスタ・マンダパ（Kastha－
mandapa木造のマンダパ）から来ているという。かつて，その地を往来し行商する者たちが，
その地の木造のマンダパ（軒先のある建物）に雨宿りをしたり休憩をした。それが後に地名と
なったという。このカトゥマンドゥ盆地の南が，古都パタンとなる。パタγは古くはうリトプ
ル（サンスクリット語のLarita－pura美しい都）とよばれていた。ネパール美術の粋を集めた
マッラ王朝時代の建造物などは，訪れる人々を魅了している。
　カトゥマンドゥは標高1，300メートルほどの高地にある。カトゥマンドゥが確かに「盆地」で
あることを一望できる場所がある。ハーティバン・リゾート（Haatiban　Resort）と称される，
カトゥマンドゥの南西の郊外にある高台（1，852メートル）がそれである。一般車道から折れ
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て，舗装されていない，急斜面の山道のその場所までは，市内から車で4～50分の距離であ
る。現在は，立派な宿泊施設があるが，まだ，外国人たちも訪れることは少ないという。
　文殊ボサツが，かつて湖であったカトゥマンドゥを，水路を開いて盆地にしたという伝説が
ある。その開かれた水路の流れであるというバグマティ河の流れと山に囲まれた盆地全体を，
そのリゾートからは眼下に一望できる〔写真4〕。飛行機が，眼下のカトゥマンドゥ空港に離発
着する光景が見られるのも，ここならではのことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真4
　釈尊を世にいだした釈迦（Sakya）族が，コーサラ国のウ“イルーダカによって滅ぼされたこ
とは歴史的な事実とされているが，今日のネパールには釈迦族と同じサキャ姓の人々がいる。
釈迦族の都城カピラ・ヴァストゥがヴィルーダカに攻撃された際に，多くの人々が難を避けて
カトゥマンドゥ盆地に移ったというのである。今日のネ7〈・一ルのサキャ姓（the　Sakyas）の
人々は，その末喬であると信じられている。かれらはネワール語を使用し，皆仏教徒である。
ネパール全体では，サキャ姓は，48，000人，およそ8，000所帯であるという。これまでは，かれ
らの通婚も，かならずサキャ姓か，もしくはヴァジラ・アーチャーリや姓（かれらが伝統的な
ネパール仏教徒）問に限られていた。パタン仏教協会会長をつとめる，現パタン市長ブッディ
・ラージ・ヴァジラ・アーチャーリや氏も仏教徒である。
　現在のネパール仏教は，ヒンドゥー教の民間信仰とも融合している。パタン仏教協会のある
アクシェースワラ，マハー・ヴィハーラ寺院の建物の柱にも，ヒンドゥーの神ガネーシャが彫
られている〔写真5〕。ちょうど，日本の神仏習合と似た形態を今日に継承している。くわえ
て，マハーヤーナ（大乗のことであるが，正しくはネパール仏教はヴァジラ・ヤーナ，金剛
乗）の僧職たちの生活は，驚くほど現在の日本仏教に似ている。かれらはみな：有髪であり，結
婚して家庭をもち，飲食（飲酒・肉食）に関しても特別な戒律をもたない。日本仏教における
ような寺院と付属墓地・檀家制という関係のないかれらは，僧職のほかに，様々な職業に従事
する者もいる。その職種の中では仏像工芸師が多いという。
　現在のネパールには，仏教徒とヒンドゥー教徒間の宗教的な軋礫はない。ヒンドゥー教を奉
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ずる現ビレンドラ国王も，仏教やネワール文化にたいしては敬意と深い理解をしめしている．
そのよい例として，ネパールを代表する仏教学者ヘムラジ・サキ・ヤ教授にたいして，政府と国
王は，「ネワール族の文化と発展にたいする功績」を讃えて，文化勲章を授与している。なお，
ヘムラジ教授は，今の皇太子を含めると，4代にわたるネパール国王から文化勲章を受けてい
ることになる。
皿　パタンのアショー力叢叢と仏教徒のマティや祭
　釈尊を生んだ偉大な釈迦族がネパール人であったという説を採れば，ネパール仏教の起源は
釈尊にまで遡れることになる。パタンにはアショーカ王（在位・前268－232年）のストゥーパ
（仏塔）がある。アショ一癖王がこの地に使節を送り，街の東南西北の四方と中央にストゥー
パを建立させたとネパール仏教徒たちには伝えられている。それらの四方の覆鉢型のストゥー
パは現在もある。その一つの西方めストゥーパは，首都カトゥマンドゥから南へ下って，バグ
マテイ河を越えてパタンに入ると，プルチョークの通りの右手にある。ナラヤニ・ホテルから
は道路を挟んで斜向かいとなる。そこからパタンの旧市街へ東へと続く大通りには新しい市の
庁舎が建っている。
　ストゥーパは凡そ2キロ四方に4箇所点在する。東方の一基以外は，パタンを囲むリング
ロードの内側に位置する。中央にもあったとされるストゥーパは現在は跡を留めず，交差する
路地に面したその場所には木造のマンディル（寺院）が建っている。そこからさほど離れてい
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ない，周囲炉わずかに囲まれた路地の小高い一角に，4メートルほどの高さの石柱が建ってい
る。アショーカ・ピラーであるという〔写真6〕。落雷のために，その石柱が壊れてしまったと
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伝えられている。縦に割れたピラーの形状は，僅かにそれがかつて円柱であったことを想像さ
せる程度である。石面はかなりくずれていてインスクリプションは見当たらない。
　街の西方にあるストゥーパは，今回，報告者と共にネパールを短期訪問した三友健容教授
〔立正大学・仏教学部長〕の宿泊先から，終日，観察できた。車の往来する大通りに面して，
東に向かって建つストゥーパの基部前方にはマニ車が巡らされている〔写真7〕。ストゥーパ
の高さは10メートルほどであろうか。未明から人々が参詣に訪れ，おもいおもいに鐘を鳴らし
　　　　　　　　　　臥
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ている。ストゥーパの背後に，隣接する民家の路地に奥まって祀られる祠堂（ラクシェースワ
ラ・マンディル）の境内でも，参詣者たちが手に手に花や米を盛った皿を持って，米や灯火を
あげてゆく。
　祠堂近くの開けはなたれた家屋の一角では，数人の男性たちが，シンバルや横長のドラムを
鳴らして，マヤ（摩耶）デーヴn一〔デーヴィーは女神。釈尊の生母摩耶夫人が神格化され
た〕を讃えている。ちょうど，神前に奉納するお神楽の音楽のような趣である。〔これは，タイ
国のアユタヤ遺跡（かつてのシャム国の首都）での仏教寺院でも同様なものを感じた。タイで
は，境内に設けられた舞台で音楽とともに舞踊が奉納される。〕。さすがに日中は参詣の人も少
ないが，夕刻には，年配のチベット仏教徒たちがマントラを唱えながら，ストゥーパの周囲を
幾度も右澆（右巡り）しながら巡拝している。
　通りに面したストゥーパの隣では，開けはなたれた軒先のある小屋で，早朝，男性の信徒た
ちがおもいおもいに座して経をとなえている。やがて明るくなるころには，早々と通学する女
生徒たちが，通りすがりにマ日車を回して参拝して行く。アショーカ王が建てさせたとされる
その覆鉢型の土饅頭のようなストゥーパは，子供たちの恰好の遊び場ともなっている。かなり
の急斜面を昇り降りして，子供たちが暗くなるまで遊んでいる。
　カトゥマンドゥ全体では，仏教寺院はおよそ500。そのうちの200の寺院がパタンにある。ネ
パールでは，比較的規模の大きな寺院をヴィハーラ（精舎），建物だけのものをマンディルとよ
んで区別している。その他，家々の中庭や路地に祀られている祠堂（チャイティヤ）までふく
めると，パタンだけでも1，800あるという。それら全てをパタンの仏教徒たちが，年に1度巡礼
して歩く日がある。マティや祭（Matya－Festiva1）と名付けられているその巡礼は，本年は8
月10日（月）であった。今回の滞在中に，報告者はその巡礼に参加をする機会をえた。
　ネパールではウ“イクラマ・サンヴァト（ヴィクラマ暦・今年1998年は2055年にあたる）と新
暦（西暦），それに仏教徒たちのブッダ・サンヴァト（ヴァイシャーヵ月の満月が元旦。今年は
2543年），チベット暦（1！世紀にインドからチベットへSoma－nathaがKalacakra－tantraを伝
えた年から始まる）などが現在も使われている。ヴaクラマ暦にもとつくネパールの暦では，
本年は新暦の4月14日が日本の元旦にあたる。伝統行事は，すべて太陰暦にもとづいている。
ネパール暦では3～4年に一度，閏月（adhika－masa）が入る。次の閏月はネパール暦で来年の
2月となる。
　マティや祭の歴史は古い。今から！，400年ほど前に，パタンに観世音ボサツを祀る新しい寺
院（Jestha　Maha　Vihara　Mandir）が建立された際に，人々がパタンの全ての寺院を，落慶祝
いのために巡礼をしたのが始まりであるという。当時は寺院の数もそう多くはなかったであろ
う。その後，寺院やチャイティヤも増え，現在ではパタンの全てを巡るのには未明から夜まで
かかる。今日でも，数千人もの仏教徒たちが，早朝の4時頃から広場に集合してパタンの街を
練り歩き，順に寺院やチャイティヤを参詣して廻る〔写真8〕・その間・敬皮な信徒たちは飲み
物以外は一切口にしない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真8
　巡礼の起点は仏旗を張りめぐらしたブバール広場である。すでに午前4時には大勢の人々が
巡礼の列をつくって，開始の合図をまっている。巡礼をする者，それを見学する市民たちで，
広場周辺はすでに昼間のような賑わいである。パタン市長のヴァジラ・アーチャーリや氏も広
場で人々と挨拶を交わしている。広場にある寺院〔ヤショーダラ・マハー・ヴィハーラ
Yagodhara－maha－vihara，ヤショーダラーは太子時代の釈尊の夫人の名である〕に安置されて
いる，60センチほどのディーパンカラ（Dipamkara燃灯仏）の仏像二体が，その日だけ広場
の隅に公開される。古いその木彫の仏像は，着衣や姿に，かつてのネパールの人々の習俗がう
かがえる〔写真9〕。仏像の前にも人々の供物を受ける平たい籠が置かれている。その一年間に
写真9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真10
亡くなった家族の写真を写した紙を，供物と一緒に供える人々もいる〔写真10〕。
　巡礼者たちは先達と僧侶を先頭に長い人の帯をつくる。僧侶と一般市民とを識別するもの
は，僧侶の額に巻かれた白い帯だけである。巡礼の列はすでに広場を濫れて外にまで続いてい
る。若い女性たちは友人たちでめいめいがグループを作り，着衣や髪飾りなどもお揃いのもの
を付け，お洒落にも気をつかっている。昔からの伝統的な白装束の姿で裸足で巡礼する若者た
ちもいる。巡礼の中には，日本の「なまはげ」のような恰好をした若者たちも幾人か混ざって
行列を盛り上げている。丁度，祭りの行列の賑わいである。
　寺院や祠堂には，かれらが身につけて持ち歩いている袋やバックから，おもいおもいに三管
（硬貨）や米などの供物を取り出して投げて捧げてゆく。すべてに捧げるには，その量も多い
ので，一度に持ってゆけない人々もいる。そこで，家族の内の誰かが参加をすると，あとの者
たちは，彼，もしくは彼女をサポートする側にまわるという。途中で，かれらに供物などを補
給するのである。
　巡礼に参加する男女の比率は，女性の方が多少多いように思える。年代順では，10代～20代
が特に多いのには感心させられる。30代～40代がそれに続き，あまり高齢者は見当たらない。
巡礼は長時間に及ぶので，．体力のない老人や小さな子供たちは無理なのであろう。子供たちも
参加をするが別のガーネーシュ・プージャー（ヒンドゥー教のG興e≦a神の祭り・本年は新暦
の8月13日）である。それは午後からの4時間ほどの巡礼であるという。
　報告者が参加をしたのは早朝からの数時間であったが，実際に巡礼をしてみると，かれらの
信仰心の篤さと健脚には驚嘆するほかはない。滞在中の宿舎で報告者の食事の世話をしてくれ
た婦人（30代後半の家庭夫人）も，彼女の女友達と参加をした。女性の歩調としても，早朝4
時からの巡礼に，家を出たのが午前2時で，巡礼を終えて家に戻ったのは午後9時だったとい
う。彼女たちには夫も子供もおり，かれらには仕事や学校がある。家族がみな一致協力して，
マティや祭に参加をする者を支えているのである。
　巡礼に参加する前には，高地の盆地に住む民族たちが，かれらがかつて遠い道のりを歩いた
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であろう，その体験が，こうした伝統行事となっているのでは，と想像していた。それも一つ
の理由として挙げられよう。しかし，未明に，先達たちのローソクの明かりを頼りに，家々の
路地やネパール特有の狭くて軒丈の低い家屋の中の細い通路を，体を屈めて廻っていると，別
な思いがよぎった。それはあたかも「胎内巡り」のような感を受けたのである。ネワール語で
はmatyaに「灯火」の意味がある。灯火を珍して供養をすることが原意である。
　巡礼をする者，それを眺める者，そしてパタンの市民たちが協力する交通整理，古都パタン
は終日，巡礼の道はマティや祭で明けマティや祭で暮れる。パタンの仏教協会のあるアク
シェースワラ・マハー・ヴィハーラ寺院所有の，日本製の救急車も早朝から待機していた。そ
の祭の間には，特に事故者や急病人も出なかったようである。翌日のネパールの英字新聞
〔The　Rising　Nepal，　Aug．11（Sravana　26，2055）Tuesday，　pages　8，　Rs．4〕には，1面にマ
ティや祭の様子が写真で紹介されていた。
　マティや祭には仏教徒ばかりではなくヒンドゥー教徒たちも参加をする。かれらヒンドゥー
教徒たちは，これが仏教で，これがヒンドゥー教である，というような特別な区別はしない。
同様に，仏教徒であってもヒンドゥーの神々の祭りに参加をしている〔写真11〕。これは，イン
ドのヒンドゥー教とも共通している。ブッダは，ヒンドゥーの神の化身であるという信仰をか
れらは懐いているからであ翫但し今日のインドでは，伝統的な仏教徒はカルカッタを中心と
したベンガル仏教徒たちだけである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真11
　かれらネパール仏教徒たちの信仰心の篤さは，同じくネパールやインドのヒンドゥー教徒と
も共通するものがある。ガンジス（ガンガー）河の支流でもあるバグマティ河は，カトゥマン
ドゥ盆地の南を東西に横切るようにカトゥマンドゥとパタンを分ける。その流れは遙か北嶺の
ヒマラヤから流れてくる。その河岸に，ネパール最大のヒンドゥー寺院パシュパティ・ナート
がある。インド亜大陸の中でも，シヴァ神を祭る寺院としては4大寺院の1つにも数えられて
いる。この寺院にはインド側からも巡礼がやってくる。
　報告者は滞在中，カトゥマンドゥからトゥリスリ河沿いに車で南下してティラウラコットに
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向かう際に，かれら巡礼の一団をみた。インドからの敬皮なヒンドゥー教徒たちは，小さな瓶
に入れた聖水を前後に振り分けにして長い棒に担ぎ，険しい山道を裸足で幾日もついやして参
詣する。その聖水は道中で，決して地面におくことはないという。
　パシュパティー・ナート寺院での外国人の立ち入り禁止の制限は，インドー般のヒンドゥー
寺院より厳しいように思える。門前に立ち並ぶ出店で供養の花々などを買い，礼儀にのっとっ
て，身体に付けた皮革製品は靴もベルトもはずしてその店にあずけ，さあ入寺しょうとした時
に，門の入り口に立つ警察官に呼び止められた。日本人であることを答えると，その場で立ち
去るよう命じられてしまった。献花は，門前まで同行してくれたタクシーの運転手氏が代わり
に行ってくれた。
　ネパールでは土曜日が一般に休日となる。翌日の日曜日が仕事の始まりである〔但し，最近
では土・日を休校とする学校も増えているという〕。休日には，その日が縁日と重なるヒン
ドゥー教の寺院では参詣の人々が絶えない。パタンのヒンドゥー寺院でも，今年は8月8日
（日）〔ヴィクラマ暦シラーヴァナ（4月）24日・満月〕に大祭が開かれたところがある。寺院
の周囲は人で埋めつくされ，参詣の順番をまつ人波の整理には，警察官ほかボーイ（ガール）
スカウトの少年・少女たちが駆り出されるほどである。
　ネ7〈・一ルもインド同様，神々と祭りの国である。1ヵ月間の滞在中に幾度も大きな祭りに出
会った。早朝，パタンのダルバール広場を散歩に出てみると，インドの叙事詩『マハーバーラ
タ』の神にちなむ寺院では，すでに100メートル以上もの参詣者の行列ができていた。手に手に
供養の品を盛った皿をもち，参詣の順番を待っている。その日（8月16日）が，そのヒン
ドゥー寺院の年に一度の大祭であるという。夕方から夜にかけては1万人以上の人々が参詣に
集まり広場を埋めつくすということを，近くで露店の準備をしていた男性が話してくれた。
IV　ネパール仏教とパタンの町での光景
　現在のネパール仏教には，カトゥマンドゥのボーダ・ナート寺院を中心としたチベット仏教
が含まれる。報告者の滞在したジャワラケールの近くに，チベヅト難民キャンプがある。現在
のチベット人たちは，世代も代わりつつあり，かつての難民としてのイメージはすでにない。
ネパール人の社会に溶け込んで，むしろ一般のネパール人に比して豊かな暮らしをしている
人々が多いという。伝統的なネパール仏教徒たちの暦にも，ネパール暦3月（Asadha月）22日
〔一新暦7月22日〕がダライ・ラマの誕生日であることが記されている。報告者がチベット人
キャンプを訪れた際にも，通りにダライ・ラマの誕生日を祝う横幕が張られていた〔写真12〕。
　本稿を読まれている方々に，わが立正大学は大学としては日本で初めて，ダライ・ラマ，チ
ベヅト仏教法王に名誉博士号を授与（1996年5月）したことと，法王の実兄のチクメイ・ノル
ブ氏が，同じく立正大学の客員教授であることを改めて記しておきたい。
　カトゥマンドゥを中心としたネパール仏教が，釈迦族の人々の移住によって，更にその後の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真12
アショー王の使節によってもたらされたものであるとすると，現在までの仏教の歴史はどうな
のであろうか。カトゥマンドゥ盆地を統治していた，紀元後2世紀のリッチャヴィ族の王ヴリ
シヤ・デーヴァ（Vrsa－deva）はバラモン教のヴェーダの宗教の他，仏教を奉じていたことが，
カトゥマンドゥのチャルマティ・ヴィハーラ（Charumati　Vihara）にある彼自身が刻ませた碑
文で確認できる〔写真13〕。チャルマティ・ヴィハーラ寺院は，アショーカ王使のリーダーで
あった，第2王女チャルマティーが，ネパール王子デーヴァ・パーラ（Deva－pala）と結婚をし
て建てたものだという。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真13
　パタンのアクシェースワラ・マ隅一・ヴィハーラはもともと7世紀まではテーラ・ヴァーダ
の僧院であった。その後，ジャヤスティティ・マッラ（Jayasthiti　Malla。15世紀）の時代に，
マッラ王たちの庇護のもとにヒンドゥー教は次第に勢力を増してきた。この時に，仏教の僧侶
たちの中には還俗するものも出てきたという。
　伝統的なネパール仏教では，大乗の僧侶はグバージュ（gubhaju）とよばれている。あるいは
ウ“アジラ・アーチャーリヤ（vajracarya金剛師）とも称されている。その他に，パンテー
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（bhante）もしくはビッチュ（bhiccu＝Skt．　bhiksu）とよばれているのが，いわゆるテーラ・
ヴァーダ（Thera－vada）の僧侶たちである〔ちなみに，今日のかれらを「小乗Hlna－yana」と
呼ぶべきではない。小乗という場合の「小（hina）」には「下劣な」という意味があるからであ
る。〕。今日のそれは，およそ50年ほど前に，タイ国からもたらされたものであるという。かれ
らの数はネパール全体でも少なく，カトゥマンドゥでは，一般の民家に止宿している者もい
る。釈尊の生誕の地ルンビニーにあるネパール寺院に止住している僧侶がビッチュに属する。
　伝統的なネパール仏教徒たち（サキャ姓・ヴァジラ・アーチャーリや姓）は，男子は5才～
ユ0才の間に得度式（CUda－Karma）をあげる。得度式をあげたかれらは，その時点でいわ＠る
僧侶となるわけであるから，伝統的なネパール仏教徒たちはみな大乗（ヴァジラ・ヤーナ）の
僧侶ということになる。しかし実際は，専門の僧職となるには，その後，特別に仏教の学問や
修行を修めることになる。かれらのライフサイクルにもとつく通過儀礼には，日本と同じよう
に「お食い初め」や「77才の祝い」などがある。「葬儀」を含めた，そうした通過儀礼には必ず
専門の僧職がよばれる。かれら専門の僧職も，普段ば一般の人々と同じ生活をしている。かれ
らの住まいが寺院ではないということ以外は，今日の我が国の僧侶の生活と酷似していると言
える。かれらは家族と同居し，特別な儀式以外には服装も一般の人々と同じである〔写真14〕。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真14
　ネパール仏教の寺院は，それぞれ仏教徒たちのどれかのグループに属している。それらの寺
院は，例えばスレンドラ氏のサキャ姓の一族のグループは，かれらが属する寺院を輪番で，2
週間ほど寺院の境内の簡易施設等に寝泊まりして護持している。ネパールの大乗仏教の僧侶た
ちの読訥する経典は，ネ7R・一ルの「九部経」である。それらの大乗経典のサンスクリット仏典
をかれらは日常読訥している。今日の世界の仏教徒の中でも，サンスクリット仏典をそのまま
読論ずるところは，ネパールをおいて他にはない。そうしたサンスクリット仏典やチベット仏
典を，今日では学問的な研究対象にして，国際的にも活躍している専門家たちが生まれてい
る。
　先に紹介したパタンの西にあるアショーカ王塔の裏手の高台に，パタン仏教協会でもあるア
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クシェースワラ・マハー・ヴィ・・一ラ（Ak§e§vara－maha－vihara）寺院がある。寺院の建物は
近年（1979）再建されたものであるが，ネ7〈　一ルの風土は建造物をより古くみせる。この仏教
協会では国際仏教徒ゲスト・ハウスや図書館，瞑想ホール，健康センターなども備えている。
文化活動の一貫としては仏教美術の講座も開講している。筆者の訪れた土曜日（休日）には，
朝から境内で人物のデッサンや仏像の模写などを行う青年たちがいた〔写真15〕。
璽璽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真15
　報告者の滞在したジャワラケール付近は，各国の公使たちの住まいがある閑静な住宅地であ
る。日本大使館の職員住宅も近くにある。道を挟んだその前には，ブリティッシュ・ネパール
のグルカ兵たちの関連施設がある。近くの通りには，「我々ブリティッシュ・グル工兵が，英帝
国のために，我々の血と汗を捧げ，その代償として得たものは，惨めさと・苦しみである
（We　British　Gurukhas　gave　our　biood　and　sweat　for　the　British　Empire　in　return　we　got
misery　and　pain．）。」と記された横幕が張られてあった。これがかれらネパールの人々の偽らざ
る気持ちである。
　静かな住宅地には早朝4時半頃から，信徒たちが寺院や祠堂の鐘を打ち鳴らす音が響く。や
がて朝食をおえる頃になると，登校する児童たちが近くの小道を通りすぎてゆく。ネパールと
いうと山間僻地の青空教室がしばしば紹介されるが，カトゥマンドゥでは日本とほとんど変わ
らない。アダルサ・ヴィディヤー・マンディル・ハイスクール（Adar≦a　Vidya　Mandir
Hightschool，1966年創立）は，小学校から高校までの一貫教育の私立学校である。児童・生徒
たちはお揃いのネクタイ姿である。登下校時には遠方からの生徒を，新古を含めた幾台かの大
型スクール・バスで送迎する。ネパールでは，小学校から高等学校までの就学年数は10年間で
ある。小学校は1～5年。中学は6・7年。高等学校（高等中学校）は8～10年となる。小学
校の入学は，満4歳以上となっているが，仮に6歳で小学校に入ると高校卒業は16歳というこ
とになる。報告者の友人の姪にあたる女生徒が，16歳で高校3年生と聞いて初めはオヤと思っ
た。
　他にも，近くにはキリスト区系の聖ザビエル・スクール（私立）がある〔写真16〕。国立大学
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麟騨
???
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真16
はカトゥマンドゥ郊外にあるトリブヴァン大学1校（医学部も含む総合大学）である。広大な
キャンパスの中に，寮生活をおくる学生や通学する学生たち，そしてのんびり草を食む牛たち
が行き過ぎる。最近は文化系のほかマネージメントに学生たちの関心があるという．外国人た
ちのためのネパール語の講座も開講されている。
　ジャワラケールのロータリー近くには動物園がある。敷地の中央に池があるが，規模はさほ
ど大きくはない。入園料は，ネパール人・外国人とも成人は均一料金（Rs．60）である〔写真
17・入場券〕。虎や豹，犀などのほかネパール在留種の珍しい動物たちがいる．アショー丁子柱
頭部の像でも名高い獅子（Simhaライオン）はスリランカからの寄贈であった。園内を大きな
象が1頭，観光客を数人のせてはゆっくりゆきすぎる。チトワン自然公園近くの森では，今で
も人が虎に襲われることがあるという。
　　　　　　　　　　　　　　　　　写真17入場券
　今回の滞在で，カトゥマンドゥには障害者（聴覚）を雇用しているレストランがあるのに気
付いた。レストラン内部の壁には，スタッフたちに手話で話しかけてくれるようにというポス
ターがかかっている〔写真2葉・18〕。それらのレストランは，報告者の気付いたところでは，
パタンのジャワラケールのロータリーの近くにあるThe　Bakery’s　Cafeと，ヵトゥマンドゥ市
のエヴェレスト・ホテル近くの同系列のレストランとである。これらのレストランでは純ネ
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写真18－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真18－2
パール料理ではなく西洋風の食事を給している。かれらはお揃いのユニフォームを着け調理係
り他ウエイターとしても従事している。報告者は寡聞にして，積極的に聴覚障害者たちを雇用
??
?
写真19
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しているレストランが日本にもあるかどうかは知らない。
　報告の最後となったが，ネパール考古局には初の女性局長が誕生した〔写真19〕。考古局には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真20
公文書館が含まれる。そこではr法華経』をはじめ，貴重なサンスクリット仏典の写本を数多
く所蔵している〔写真20〕。ティラウラコットの発掘調査以来，本学の中村瑞隆名誉教授や坂詰
秀一現学長とも面識のあるMrs，　Riddhi　Baba　Pradhan局長は，大変，立正大学に好意的であ
る。今回の筆者の調査にもこころよく協力してくれたことを付け加えたい．
　本稿での報告は以上であるが，最後に，この種のレポートを楽しく読みおえてもらうため
に，2つほど以下に見聞したことを紹介したい。南アジアに行くと，牛が特に神聖視されてい
る。インドでもネパールでも，大通りの車が往来する路上で牛どもが寝そべっている。排気ガ
スも多く，「あんな場所でわざわざ」という気持ちを我々は懐く．ところが，それは牛なり
（？）の理由があるというのである。S・スレンドラ氏が教えてくれた。牛たちは車の排気ガ
スがことのほか好きなのだというのである。カトゥマンドゥのバス・ターミナルでも，牛たち
がバスの後ろでのんびり座って「ウットリ」しているという．筆者はいたずら心を出して彼に
たずねた。rシャキャさん，牛がそう言っていた？」。すると彼は，流暢な日本語で，「それは聞
かなくても，牛の顔を見ればわかります。」と真面目な顔で答えた。まだ車の数も少なかった頃
に，日本でも，わざわざ好んでバスの排気ガスの匂いを嗅ぎにゆく少年がいたことを思い出
す。
　但し市内では，牛も年々，見かけることが少なくなっているように感じる。カトゥマンドゥ
は盆地のために空気が淀んでしまう。増えつつある車の排気ガスも例外ではない。この数年は
特にカトゥマソドゥ市内の空気が悪いことを，ネパール在住の日本人が嘆いていた。ウシたち
も排気ガスにはモウ閉口していることであろう。
　パタンの旧王宮のあるダルバール広場には，マヅラ王朝時代のすばらしい建造物が建ってい
る。木造のそれらの建造物の中には，何と仏教寺院の柱や梁の一部に男女が交接している彫刻
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がほどこされているものがある。それらをミトナ像とよぶ。インドのデカン高原にあるカジュ
ラホのヒンドゥー寺院の彫刻は特に名高い。仏教寺院のそうした彫刻もヒンドゥー教からの影
響である。究極のさとりの境地は男女の合一と同じであるという理解があった。ネパールでは
そうした彫刻は，一つには雷避けの目的があるという。雷はネパールでは「女性神」とされて
いる。そこで，落ちようとした寺院の梁に女性ならば誰でも顔を赤らめるような彫刻があるの
で，恥ずかしくて，そこを避けると言うのである。神々と祭りの国ではどの彫刻も健康的で明
るい。
　この写真は〔写真21〕，市内にある民間の「デイー・ベビー・ケアー・センター」である。看
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真21
板にある英語表示の下には，ナーガリー文字で，Bala　Seva　Kufija（幼児の世話の園）と書か
れている。日本語の「セワ（世話）」は，一説には「せわしい」からきたものとされるがその語
源はハッキリしない。しかしサンスクッリト語にはセワ（sevaセーヴァー）と発音される語が
あり，それはまさに「世話・ケアー」の意味がある。今日のネパールでもこの語はケアーの意
味で用いられている。
〔註〕　学術文献等の注記は省略するが，ネパール仏教に関する，これまで報告者が著した研究・報告等
　　を以下に挙げておく。それらにも，本稿で触れた事柄に関連したものをとりあげている。
・「ネパールにおける『法華経』の出版・ネワール語訳法華経について」〔勝呂信静教授　古希記念論集
　　r法華経の受容と展開』1993年。平楽寺書店，501－518頁所載〕。
・「ネパールの古都パタンのマハー・ブッダ・マンディル」〔『東方』第13号，1997年，168－175頁所載〕。
・「ネパール仏教徒の通過儀礼」〔丁大倉山文化会議研究年報』第10号，1999年4月発行予定〕。
・「釈尊の故郷ネパールから」〔r日蓮宗新聞』平成10年11月20日付け〕
　なお，ネパール仏教徒たちの「得度式（Cada－Karma）」に関しては，　S・スレンドラ氏の論文が，
r東方』第10号〔1994年，298－302頁「チューダーカルマーネパールの得度式一」〕にある。
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